
別紙様式３(日本工業規格Ａ４縦型) 
チャレンジ支援推進地域事業研究報告書 

 
               都道府県  静  岡  県     

１．チャレンジ支

援ネットワー

クの全体像 
 

（事業名）しずおかチャレンジ支援事業 

（ネットワーク等全体像） 

民間主導のネットワーク組織「しずおか男女共同参画推進会議」を核に、

国、市町、県等の関係機関の協力を得て、「しずおかチャレンジ支援ネッ

トワーク」を構築し、県男女共同参画センター“あざれあ”を拠点に、

県民の様々なチャレンジを支援する施策を実施する。 
 

（ネットワーク参加機関） 

【地域・家庭】（財）県国際交流協会、（社）県母子寡婦福祉連合会 

【教育】（社）県専修学校各種学校教育振興会、（財）県生涯学習振興財団 

【産業】（財）21 世紀職業財団、（独）雇用・能力開発機構 

【共通】県市長会、県町村会、県政記者クラブ 12 社会  等 ６６団体   

【関係機関】静岡労働局（雇用均等室・職業安定部）、市町 
 

（事業の経過及び概要）              

※事業の経過及び概要、年間スケジュール等は、別添資料参照 
※ネットワーク構築に当たり、工夫した点 
しずおか男女共同参画推進会議は、地域・家庭部会、教育部会、産業部会

の３つの専門部会により構成されているが、今後、チャレンジ支援事業に

係る連携を一層強化するため、来年度「チャレンジ連絡会」を結成する。 
 

２．女性のチャレ

ンジ支援関係

事業 

（１）チャレンジ支援ネットワークを活用・連携して実施した事業 

ア．チャレンジ支援ネットワーク推進事業 

① 連携機関名  しずおかチャレンジ支援ネットワーク 

② 内容（目的・実施機関・役割分担など） 

地域・教育・産業分野において、女性の積極的登用、仕事と家庭の両

立を支援する計画的な取組みなどを推進し、女性のチャレンジを促進す

る環境づくりを進め、男女共同参画社会の実現をめざす。 
 

【セミナー】女性のチャレンジ支援の必要性について認識を深め、支援への自

主的な取組み意欲を高めるため、チャレンジ支援トップセミナーを開催。 

 ◇ 8 月 4 日（木）‥ 各団体の事務局長クラス ≪3部会合同≫ 

（講演）『成功でなく、成長を求めて』㈱吉香代表取締役社長 吉川稲美 

 ◇ 8 月 23 日（火）‥ 各団体の会長・役員クラス  

（講演）『社会のエンジン、現代女性 ～自己実現と制度改革を考える～』

           読売新聞社調査研究本部主任研究員 北村節子 
 

【シンポジウム】平成 18 年 1 月 14 日（土）に、“あざれあ”で「しずおかチャ

レンジ支援シンポジウム」を開催し、社会全体で女性のチャレンジへの気 

運を高めた。 

  主 催：しずおか男女共同参画推進会議、内閣府、静岡県 

  後 援：静岡労働局 

  テーマ：女性のチャレンジが創り出す！活力ある社会、男性の元気 

  概 要：主催者挨拶、基調講演（女性と仕事の未来館館長 渥美雅子氏） 

      シンポジウム（コーディネイター、パネリスト 5人） 

 



イ．チャレンジ支援事業 

① 連携機関名  しずおかチャレンジ支援ネットワーク 

② 内容（目的・実施機関・役割分担など） 

    “チャレンジしたい”と考える女性が必要とする支援情報の一元的な

紹介やチャレンジすることに不安を感じている女性のための相談の実

施、女性のニーズに即した支援講座の開催など、社会参加へのきっか

けづくりを行い、女性のチャレンジを促進する。 
      
【ＨＰ作成】「しずおか女性チャレンジ・サイト」を 10 月 12 日に公開。しずお

かチャレンジ支援ネットワークの支援機関情報や、身近なロールモデ

ルの紹介を一元的に提供。 
 

【チャレンジ相談（試行）】2 月 25 日、3月 1日、3日の 3日間、再就職や起業、

キャリアアップ、地域活動など、女性のキャリアカウンセラーによる

「チャレンジ相談」を実施。 

    定 員：18 名  申込み：33 人 託 児：5人 
 

【人材養成講座】11 月 2 日、8 日、16 日に、県内東・中・西部地区にて、県民

生活相談員、市民相談員等を対象に、チャレンジ支援の趣旨を理解し、

女性相談者のニーズに即した支援機関をコーディネートできる人材を養

成する講座を実施。  参加者数：57 人 
 

【協働講座】「あざれあ」と民間団体等との協働により、女性のチャレンジへの

気持ちを高められるよう、チャレンジ支援協働講座を実施。 
 

（２）（１）に関連し、連携した機関の取組 

【ロールモデル事例取材】特定非営利活動法人 世界女性会議ネットワーク静岡

（産業部会員）と連携し、7月にロールモデル事例取材を実施。男性 2名を含

む 15 名のロールモデルの事例取材を完了し、ＨＰにて公開。 
 

【協働講座１】（財）21 世紀職業財団、静岡市との協働講座として、9 月 13 日

～14 日、「保育サポーター養成講座」を実施。保育士資格や育児・子育て経験

を地域で活かせるよう支援する。 参加者数：47 人 
 

【協働講座２】県立大学学生ネットワークとの協働講座として、10 月 15 日「女

子学生のための就活（就職活動）シンポジウム」を実施。女子大学生に女性

の就職に関する知識や理解を深め、就職活動に対する一層の意識向上を図る。

参加者数：26 人 
 

【協働講座３】（財）21 世紀職業財団、静岡市との協働講座として、1 月 19 日

～20 日、Re・Be ワークセミナーを実施。再就職を希望している女性を対象に、

心構えや必要な基礎知識を習得。子育て・介護・仕事の両立に係る体験発表や

グループワークにより「自分らしい生き方」を考える。 参加者数：18 人 
 

【協働講座４】静岡労働局、県労働政策室、（財）21 世紀職業財団との協働講座

として、1 月 19 日、多様な短時間労働者の実情を踏まえた雇用管理改善等に

必要とされる具体的な知識修得のための研修会を実施。 参加者数：48 人 

３．事業の成果及

び今後の課題 
 

（１）事業全体の成果（各事業について記入） 

ア．チャレンジ支援ネットワーク推進事業 

・県域民間 66 団体をネットワークの核に位置づけたことにより、今後、一

層、政策・方針決定過程への女性の参画や、社会参加しやすい環境作りな

どの自主的な取組みが推進されることが期待される。 



・来年度、チャレンジ連絡会を立ち上げ、チャレンジマニュアルの作成や、

協働講座の内容を検討するなど、行政と連携し事業に取り組んでいく。 

・男女共同参画社会づくり活動に関する知事褒賞制度に、チャレンジの部

を創設し、チャレンジした個人・団体を顕彰する。ネットワークに推薦権

限を与え、傘下の団体の意欲向上を図る。 
 

イ．チャレンジ支援事業 

  ・「あざれあ」において、チャレンジ相談を試験的に実施した結果、チャレ

ンジへのニーズはあると感じた。今後、各市町との連携を図りながら、来

年度の本格実施を目指す。 

（２）今後の課題（各事業について記入） 

  ・今年度、各市町や民間団体において「女性のチャレンジ支援」の必要性

について、周知・啓発に努めたが、今後は、県民に直接働きかけることの

できる実行性のある施策が必要と感じる。より一層、情報の共有化を進め、

各々が自主的な取り組みとしてチャレンジ支援事業に取り組んでいけるこ

とが望ましい。 

４．備考  
５．担当部課等 （所在地）静岡県静岡市葵区追手町 9番 6号 

（部課名）静岡県生活・文化部男女共同参画室 

（担当者）副主任 花嶋真理子 
注）１ 分量は、Ａ４版２枚程度でお願いします。 
２ 原稿は、パソコンソフト（ワード又は一太郎）にて作成していただき、紙及び電

子媒体（フロッピー）によりご提出ください。 
３ そのほか、成果物、参考資料等を添付してください。 
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しずおかチャレンジ支援事業 
 
１現状 
 静岡県では、条例及び「静岡県男女共同参画基本計画」“ハーモニックしずおか２０１０”に基づ

き、施策を総合的・計画的に推進しているが、計画に基づく施策の実効性をさらに高めるため、

「施策の検証・評価制度」を平成１６年度に導入し実施した。その結果、基本計画の８項目の基本

的施策ごとの評価結果では、「政策・方針決定過程への女性の参画の拡大」が、８項目中最も低

い評価であった。静岡県は、男女共同参画社会を実現するための体制や、子育て・就業の環境

づくりは着実に進んでいるが、仕事と家庭の両立や政策・方針決定過程への参画などの実態面

に結びついていない状況にあり、男女共同参画社会の実現のためには、今後、就業や起業、地

域活動などでチャレンジしようとする女性を支援するとともに、チャレンジを実現するための企業や

団体などの取組を促進し、女性が活躍できる地域社会を創出する必要がある。   
２目的 
 女性が意欲と能力に応じて様々な活動に積極的に参画していくことが可能な地域社会を

築くため、民間団体６５団体で構成する「しずおか男女共同参画推進会議」に関係機関を

加えてネットワークを形成し、就業や起業、地域活動など様々なチャレンジに関する情報

を提供するとともに、団体や事業所などにおいて女性のチャレンジを実現するための取組

を促進し、社会全体で「女性のチャレンジ支援」を積極的に推進する。 
 
 
【チャレンジ支援の推進イメージ】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
３内容 
（１）しずおかチャレンジ支援ネットワークの構築 

   県内の民間団体６５団体が加入している民間主導のネットワーク組織「しずお 

か男女共同参画推進会議」を核に、国や市町などの関係機関の協力を得て、「し 

ずおかチャレンジ支援ネットワーク」を構築。 

 

資  料 

 
 

 
 

 

地域・家庭、教育、産業分野 の 
民間団体（しずおか男女共同参画推進会議）と

国、県、市町村等の関係機関       

チャレンジ支援の拠点 
県男女共同参画センター 

あざれあ 

情報ネット 
 
・チャレンジ関連情報を
ホームページで提供 

 
・身近なチャレンジ事例 
ロールモデルの収集・
提供 

県  民
チャレンジしたい人

人的ネット 
 
・関係機関・団体の連絡
会議の開催  

・地域での相談に対応す
る人材養成  
・エンパワーメント講座
の開催 

地域で支援
 

県・市町村等

インターネットで支
援（ホームペー
ジ） 

チャレンジ支援コーナー
～ホームページによる情報提供～ 

（支援・相談機関の紹介、模範事例紹介、その他）
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   [全体概念図] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○加入団体 

(社)静岡県私学教育振興会 (社)静岡県商工会議所連合会 

(社)静岡県私立幼稚園振興協会 静岡県商工会連合会 

静岡県私学父母の会連合会 静岡県中小企業団体中央会 

静岡県私立幼稚園ＰＴＡ連合会 (社)静岡県経営者協会 

静岡県高等学校長協会 (社)静岡青年会議所 

静岡県校長会 静岡県農業協同組合中央会 

静岡県ＰＴＡ連絡協議会 静岡県漁業協同組合連合会 

静岡県公立高等学校ＰＴＡ連絡協議会 静岡県森林組合連合会 

静岡県国公立幼稚園ＰＴＡ連絡協議会 (社)静岡県医師会 

静岡県保育所連合会 (社)静岡県病院協会 

静岡県公民館連絡協議会 (社)静岡県看護協会 

静岡県立大学 静岡県介護福祉士会 

静岡文化芸術大学 (社)静岡県薬剤師会 

(社)大学婦人協会静岡支部 静岡県ホ－ムヘルパ－連絡協議会 

(社)静岡県専修学校各種学校教育振興会 ⑰～ 静岡県弁護士会 

(財)静岡県生涯学習振興財団 ⑰～ 日本労働組合総連合会静岡県連合会 

教 

 

 

 

 

  

育 

(社)国際女性教育振興会静岡県支部 ⑰～ 静岡県労働組合評議会 

静岡県自治会連合会 商業組合 静岡県タクシ－協会 

静岡県コミュニティづくり推進協議会 (社)静岡県トラック協会 

静岡県男女共同参画センタ－交流会議 (社)静岡県バス協会 

静岡県地域女性団体連絡協議会 (社)静岡県建設業協会 

ＳＷＯＳの会 静岡県ＳＯＨＯ振興協議会 

(財)静岡県老人クラブ連合会 静岡情報産業協会 

静岡県子ども会連合会 (社)静岡県信用金庫協会 

(福)静岡県社会福祉協議会 (財)静岡県銀行協会 

静岡県民生委員児童委員協議会 静岡県ホテル旅館生活衛生同業組合 

静岡県人権擁護委員連合会 静岡県百貨店協会 

ボ－イスカウト静岡県連盟 特定非営利活動法人 世界女性会議ネットワーク静岡

(社)ガ－ルスカウト日本連盟静岡県支部 （独）雇用・能力開発機構静岡センター ⑰～ 

(財)静岡県国際交流協会 ⑰～ （財）21世紀職業財団静岡事務所 ⑰～ 

 

地

 

域

 

・ 

家

 

庭 

(社)静岡県母子寡婦福祉連合会 ⑰～ 静岡県旅行業協会 ⑰～ 

静岡県市長会 静岡県生活協同組合連合会 ⑰～ 

静岡県町村会  
共 

通 
県政記者クラブ（12社会） 

産

 

 

 

 

 

 

 

業

 

 
地 域 で の 自 主 的 な 取 組  

しずおかチャレンジ支援ネットワーク 
（しずおか男女共同参画推進会議） 

                     
                     

 
                     
                     

 

地域 

県中央 県中央

地域

県中央

地域・家庭部会  

 
 団体

地域

各種団体 

団体 
地域 

団体 
地域 

 教育部会

 
 

各種団体

団体
学校

団体
学校

団体
学校

 産業部会 

 
 団体 

事業所 
団体 
事業所 

団体
事業所

各種団体 

事業説明、意見交換､講演
年１～２回開催 

情報交換､講演他 
年２回程度開催 

全 体 会 

専 門 部 会 

会長・役員クラス 

事務局長クラス 
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しずおかチャレンジ支援事業 年間実施状況 

区分    月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

し
ず
お
か
男
女
共
同
参

画
推
進
会
議 

             

し
ず
お
か
チ
ャ
レ
ン
ジ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

             

チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
セ
ミ
ナ
ー 

             

自
主
的
な
取
組 

            

チ
ャ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業 

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム 

            

 

拠
点
整
備

事
業 

            

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援 

人
材
養
成
講
座 

            

チ
ャ
レ
ン
ジ
相

談
施
行 

            

チ
ャ
レ
ン
ジ

協
働
事
業 

            

地
域
活
動
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

強
化
事
業 

            

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成 

            

 
・加入団体へのチャレ
ンジ支援事業事前周
知 

し
ず
お
か
男
女
共
同
参
画
推

進
会
議
・
全
体
会
の
開
催 

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

（
３
部
会
） 

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

（
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
）

・講師の選定 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
設
立
準
備

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
設
立 

団体・事業所での自主的な取組 

・関係機関への協力依

頼 

・ホームページ作成
委託 

し
ず
お
か
男
女
共
同
参
画
推

進
会
議
・
合
同
部
会
の
開
催 

 
・アドバイザー派遣団体

の選定 

・アドバイザーを活用した自主的な取組計画策定 
【県支援】 
・戦略広報の実施、研修・講演会への講師派遣、 
 出前講座の実施、あざれあとの協働事業の実施 
 メールマガジンの配信

・開催準備 
・講師等の選定 

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催

 
・機器の導入 ・チャレンジ支援情報の提供 

・相談員設置の検討 

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

コ
ー
ナ
ー
設
置 

・講師の選定

・開催準備 

・募集、選考 
・事業決定 ・事業実施               事業報告 

・事業企画 ・事業実施 

・関係機関との調整、
情報収集 ・支援情報の提供 

公 

開 

取 

組 

報 

告

・相談員選定 
・募集・準備 

チ
ャ
レ
ン
ジ

相
談
の
実
施

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
人

材
養
成
講
座
の
実
施
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チャレンジ支援事業 
 

１ 背景 
静岡県では、平成 15 年 1 月に、男女共同参画推進条例に基づく男女共同参画の施策の推進

に関する大綱として、「静岡県男女共同参画基本計画“ハーモニックしずおか２０１０”」を策
定し、総合的かつ計画的な推進に取り組んでいます。 
平成 16 年度の施策の検証・評価の結果、基本計画の８項目の基本的施策ごとの評価結果に

おいて、「政策・方針決定過程への女性の参画の拡大」が最も低い評価となり、就業や起業、地
域活動などでチャレンジしようとする女性を支援し、チャレンジを実現するための企業、団体
などの取組を促進するなど、女性が活躍できる地域社会を創出する必要があります。 

 
２ 概要（17 年度新規） 
  民間主導のネットワーク組織「しずおか男女共同参画推進会議」（平成１５年８月設立）を核
とし、国、県等の関係機関の協力を得て、県民の様々なチャレンジを支援します。 

            （内閣府：地域におけるチャレンジ・ネットワーク環境整備推進事業） 
 
 （１）チャレンジ支援の構成                 （平成１８年３月１日現在） 

地域・家

庭 

県自治会連合会、県コミュニティづくり推進協議
会、県国際交流協会 等 

教 育 
県校長会、県 PTA 連絡協議会、県専修学校各種学
校教育振興会 等 

産 業 
県商工会議所連合会、県商工会連合会、県中小企
業団体中央会、県経営者協会、21 世紀職業財団、
雇用･能力開発機構 等 

しずおか男女共同参画 
推進会議  
（６６団体） 

共 通 県市長会、県町村会、県政記者クラブ 等 

関 係 機 関 
国 （静岡労働局雇用均等室、職業安定部） 
県 （男女共同参画室） 

市町村（男女共同参画センター等）  

チャレンジ支援の拠点 県男女共同参画センター“あざれあ” 

  
（２）事業内容（１８年度） 

◆チャレンジ連絡会（関係機関による企画会議）の開催(新規） 
 セミナー等の共同企画、チャレンジ支援マニュアルの作成(新規）等 
◆チャレンジ相談の実施(新規） 
 キャリアカウンセラー等による相談 
◆ホームページの運営（しずおか女性チャレンジ・サイト） 
 関係機関等の様々なチャレンジ情報やチャレンジ事例(ロール・モデル）をホームペー 
ジで一元的に提供（しずおか女性チャレンジ・サイト） 
◆相談対応の人材養成、チャレンジ協働講座等 
 チャレンジの相談に対応できる人材を養成するため、各種相談員のスキルアップ講座、 
民間団体等との協働によるセミナー等の開催 
◆チャレンジ知事褒賞の創設(新規） 
 チャレンジを実現した女性等を表彰する。 

 （３）予算額（１８年度） ２，１０６千円 
 
３ １７年度実績 

◆「しずおか女性チャレンジ・サイト」の公開（平成１７年１０月） 
◆チャレンジ支援コーナーの開設（平成１７年１０月） 
◆相談対応人材養成講座の開催（東・中・西部３か所 相談担当者など５７人） 
◆チャレンジ支援セミナー、協働講座の開催 
◆しずおかチャレンジ支援シンポジウムの開催（１月１４日（土）） 
◆チャレンジ相談（試行）の実施(３日間） 
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しずおか女性「チャレンジ・サイト」オープン！ 
再就職、キャリアアップ、起業、地域貢献などチャレンジ支援情報を掲載 

 

１０月１２日（水）から、しずおか女性「チャレンジ・サイト」をインターネットにより公開いたし

ます。 

チャレンジ・サイトでは、“チャレンジしたい”と考える人が必要とする情報を、効率的に入手するこ

とができるように、各種支援機関が持っている、再就職やキャリアアップ、起業、地域活動などの様々

な分野の情報を、一元的に紹介しています。 
また、県内の各地域で活躍している方々の取組事例も、成功に至るまでの経過と共に紹介しています。 
さらに、あなたのチャレンジ経験や、現在、新たな分野に取り組んでいるという活動内容なども募集

しています。 
 
 （ＵＲＬ） http://azarea.pref.shizuoka.jp/challenge/index.html 
                                                    

 

       チャレンジ支援コーナー        
チャレンジ支援の拠点施設である、 

県男女共同参画センター“あざれあ” 

の２階図書館前には、インターネット 

で、誰もが身近な支援情報を得ること 

ができるよう、無料で利用できるパソ 

コンを設置しましたので、どうぞ御活用くだ

さい！ 

 

 

 

  

                      

    

 

“女性のチャレンジが社会の活気・男性の元気を創出します” 
 

少子高齢化が進展する中、男性も女性も共に生きがいをもって充実した暮らしができる

ような社会づくりが必要です。しかし、今、女性の能力は、社会で十分に生かされている

とはいえません。 
意欲と能力のある女性が社会で活躍し、男性もゆとりのある生き方を目指す、暮らしの

構造改革の実現が、活力ある地域社会を創出します。 
県では、就業や起業、地域活動など県民の様々なチャレンジを促進するため、県域民間

団体で構成する「しずおか男女共同参画推進会議」を核に、国や県、市町等の関係機関の

サポートを得ながら、県男女共同参画センター「あざれあ」を拠点にチャレンジしたい人

を支援します。 
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しずおか女性「チャレンジ・サイト」 
 

 キャリアアップや社会貢献、就職など、女性のチャレンジを支援するため、関係機関等の支援関連

情報やチャレンジ事例(ロール・モデル）をホームページで一元的に提供します。 

 

チャレンジ･サイトのトップページ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 
 
 

（ＵＲＬ）  http://azarea.pref.shizuoka.jp/challenge/index.html 
 

 



別紙様式６(日本工業規格Ａ４縦型)

 

番
号

分　　野 概　　　　　　要 候補とする主な理由 備　　考

専業主婦生活の中、独学で資
格を取得し、実力をつけ社会
参加した身近な事例。在宅
ワークを希望する主婦の第一
歩。

　

9
松田直子

（焼津市）
働く

ＮＰＯ法人e-Lunch（イーランチ）理事長
元気なミセスのネットワークを設立。小・中学
校の情報教育授業支援、幼稚園等の先
生、子供達のパソコン教室など、パソコンや
インターネットによる情報化支援事業を展
開。

キャリア・
アップ

管理栄養士（スポーツ栄養と食育）
プロ野球やＪリーグなどのチームの栄養サ
ポートと共に、子供達を対象とした食育プロ
グラムの考案や実践を実施。スポーツ弁当
を開発し大ヒットに。

農林水産

ＪＡ静岡市女性部販売所アグリロード美和
代表　ＪＡ静岡市理事
農産物の販売の他、手作り味噌等の加工品
の直売、地産地消の追い風により「生消菜
言弁当」を誕生させるなど幅広く活躍。ＪＡ静
岡市で選挙により初の女性理事に。

まちづくり

富士宮駅前通り商店街振興組合理事長
駅前通りおかみさんの会会長として商店街
を紹介するマップの発行、記念イベントの開
催や「十六市」の定期開催など実施し、富士
宮やきそばの知名度アップに貢献した。

起業

ＳＯＨＯ＠しずおかインキュベートマネー
ジャー
女性の起業を促進・支援し、多くの成功事
例を生み出し、全国レベルの公的支援施設
に育てた。

スポーツ栄養という世界で、地
元大手企業との連携によりヒッ
ト商品を生み出し、静岡県
ニュービジネス大賞を受賞。

　

4年余で3,000件の相談にの
り、既に140件の事業を成功に
導いた。Japan Venture
Award2004 経済産業大臣賞を
受賞。

　

都道府県名　 　　静　岡　県

　　平成１７年度地域におけるチャレンジ・ネットワーク環境整備推進事業

（ロールモデル事例取材リスト）

個人・団体名
（所在地）

早い時期から女性の経営参画
に着目し、各種委員会の設置
や制度の整備、検証、提言な
ど経営参画の仕組みは先進
的。

　

　古旗照美

（静岡市）
1

3
海野フミ子

（静岡市）

2
小出宗昭

（静岡市）

4
杉本彰子

（静岡市）
育児介護

ＮＰＯ法人活き生きネットワーク理事長
活き活きと生きるための相互扶助ネットワー
ク。介護、ベビーシッター派遣、託児などの
事業を展開。育児や介護は24時間、365日
のケアを実現。複合デイサービス「喜楽庭」
も設置。

年間売上げを7年で７倍強に
し、農村女性の雇用促進・自
立へ導いた。女性総代比率
20％を達成し、当ＪＡ初の女性
理事誕生へとつなげた。

　

県内第1号のＮＰＯ法人。135
名のスタッフで、24時間、365
日体制を可能とした。登録料も
無料で、病気の子供も預かる
などニーズに応じた取組。

　

商店の主婦から、商店街振興
組合理事長へ抜擢され、おか
みさんの声を商店街振興に活
かした。地域特産物、富士宮
やきそばを全国に発信した。

　

6
加藤庸子

（浜松市）
国際

ＮＰＯ法人浜松日本語・日本文化研究会代
表
外国人を対象とした日本語教育活動、各国
文化交流活動を実施。特に、外国人児童・
生徒の日本語習得支援に力を入れている。

専業主婦生活から、40歳で大
学に進み、人生を切り開くなど
女性のチャレンジを促進する
好事例。浜松市の外国人の多
さに着目し地域性を上手く活
かした事例。

　

5
増田恭子

（富士宮市）

中年過ぎまで事務職で「まちの
人」だった女性が、素朴な自然
や田舎への魅力に惹かれ、共
和国を建国するという夢のあ
る起業事例。農村の活性化や
雇用促進にも貢献。

　

8

有国三知男
スルガ銀行㈱

（沼津市）

キャリア・
アップ

経営企画部キャスティング審議役
社員の6割が女性であるため、女性人材活
用制度をつくり、女性管理職を積極的に登
用。特に女性の経営参画では、社員から経
営層への直接提言の場を多く設けた。

7
佐藤とよ子

（浜松市）
農林水産

（株）奥浜名湖レジャーランド・つわぶき庵
店主
奥浜名湖「カテキット共和国」をつくり、グ
リーンツーリズムを通じた地場産品の紹介を
行う。地元農産物や手作り加工品の販売、
手打ちそば、山香料理の「つわぶき庵」など
多彩なプログラムを企画



　

　 　

　

　

　

　 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

浜松総務部有限会社　代表取締役
記帳代行や保険事務代行の総務事務アウ
トソーシングサービス業として起業。時代の
ニーズから、webシステムの開発を得意とす
るソフトウエア業に業態転換。さらに、ITコー
ディネータの資格を取得し活動中。

ニーズの高い、経済産業省が
推奨するITコーディネータ資格
の取得（有資格者5,000人、う
ち女性4.7%）や、時代を先取り
した業態転換への取組みは、
評価される。

　

　

　

　

　

　

育児介護

託老はうす「おざいしょ」代表
看護婦の長年の経験とネットワークを生かし
て、介護保険指定通所介護事業所の宅老
所を開設。平成13年にはショートステイ・ロン
グステイを受け入れる「おざいしょ庵」を開
所。

長年の看護婦経験を活かし、
小規模施設ならではの、きめ
細かなサービスを実現。今ま
でのキャリアやネットワークを
上手く活かした事例である。

　

19

20

倉田たえ子

（湖西市）

高安るみ子

（沼津市）

安達美由紀

（浜松市）

　木村玲美

（浜松市）

　

　

　

15

16

17

18

金融の自由化、ペイオフなど
の流れの中で、個人や家庭に
おける金銭管理の責任が問わ
れる現代。時代のニーズを先
取りした起業である。

14

起業

安藤絵里FP事務所代表（ファイナンシャル
プランナー）
資産家向けになりがちなこの仕事を、普通
の家庭に注目し、お金に関する相談業務を
内容として起業。FPのプロを目指し、各種資
格を取得。

　㈱トライ・カンパニー代表取締役
包装資材の新しい素材を開発し、全国的な
シェアをにぎる。一社員から9年で、実力が
認められ社長に抜擢。食用品以外の保冷
材の開発、環境・リサイクルへの配慮や
ISO9001の認証にも挑戦中。

数少ない製造業での女性社長
であり、全国的なシェアを握る
実力。母の介護や個人の生活
時間も大事にしており、仕事と
家庭の両立の模範である。

起業

　

13

12

11

育児介護

ＮＰＯ法人湖西なろっぷスクール理事長
青少年の健全育成を目指し、課外活動や
学童保育、親子交流会などの活動を実施。
また、学校の授業についていけない子供の
勉強会や子育て相談なども行う。

4世帯の親が自宅を開放して
始めたスクールが、地域から
の強い要望、支援により大きく
発展。地域が作り上げた
NPO。

　

働く

安藤絵里

（静岡市）

10
富田久恵

（浜松市）
ＮＰＯ

アクション･シニア･タンク代表理事
市民の立場で地域問題等を調査分析提供
する「コミュニティ・シティ・タンク（市民調査
事業体）」を設立。自宅一部を活用し「地域
の茶の間　てまえみそ」構想に向け活動中。

25年間の企業生活後、NPOの
本場ワシントンＤＣへ3ヶ月間
研修に参加し、自分の目指す
NPOを構築した。

　






